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世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
最
先
端
の
研
究
を
紹
介
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本
学
は
、
公
正
で
透
明
性
の
高
い
審
査
で
選
抜

さ
れ
た
優
秀
な
若
手
研
究
者
が
、
任
期
付
の
雇
用

形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
経
験
を
積
み
、

審
査
を
経
て
安
定
的
な
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
を
普
及
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
優
れ
た

若
手
研
究
者
を
育
成
し
、
本
学
の
研
究
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
九
州
大
学
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
制
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
学
は
既
に
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
若
手

研
究
者
の
自
立
的
研
究
環
境
整
備
促
進
」
事
業

の
採
択
を
受
け
、
平
成
18
年
度
か
ら
テ
ニ
ュ
ア

ト
ラ
ッ
ク
制
を
前
提
と
し
た
「
次
世
代
研
究

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
優
秀

な
若
手
研
究
者
の
育
成
と
と
も
に
「
新
研
究
分

野
の
開
拓
」、「
既
存
の
研
究
組
織
の
改
革
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

構
築
し
た
基
盤
を
も
と
に
、
以
下
の
と
お
り
本

学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
九
州
大
学
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
制
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
研
究
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
若
手
研
究
者

は
、
原
則
5
年
間
の
期
限
付
き
で
雇
用
さ
れ
、

自
立
し
て
独
創
的
な
研
究
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
7
人
が
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
若
手
科
学
者
賞
を
受
賞
し
、

ま
た
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
期
間
終
了
後
13
人
が

本
学
准
教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
大
学
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
に
つ
い
て

〈
九
州
大
学
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
の
概
要
〉

❶
各
部
局
か
ら
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
若
手

研
究
者
育
成
計
画
を
募
集
す
る
。

❷
研
究
戦
略
委
員
会
で
若
手
研
究
者
育
成
計
画

を
審
査
す
る
。
採
択
と
な
っ
た
部
局
は
若

手
研
究
者
の
国
際
公
募
を
実
施
す
る
。

❸
参
加
部
局
に
お
い
て
、
高
等
研
究
院
関
係
者

及
び
外
部
有
識
者
を
含
む
体
制
で
公
正
で

透
明
性
の
高
い
審
査
を
行
い
、
若
手
研
究

者
を
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
教
員
と
し
て

採
用
（
雇
用
期
間
は
5
年
）
す
る
。
採
用

後
は
高
等
研
究
院
所
属
と
な
り
、
実
際
の

研
究
教
育
活
動
は
各
参
加
部
局
で
行
う
。

❹
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
教
員
に
対
し
、①
研

究
費
、
研
究
ス
ペ
ー
ス
、
設
備
、
研
究
支

援
者
等
の
研
究
環
境
へ
の
配
慮
、②
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
期
間
終
了
後
の
ポ
ス
ト
の
確

保
、③
学
内
外
の
研
究
者
に
よ
る
メ
ン
タ
ー

の
措
置
等
、
を
通
じ
て
自
立
し
た
研
究
活

動
が
行
え
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

❺
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
教
員
採
用
後
3
年
目

に
中
間
評
価
、
5
年
間
の
期
間
終
了
ま
で

に
通
常
教
員
へ
の
採
用
審
査
を
行
う
。

九州大学テニュアトラック制（ＴＴ制）の概要

　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）、
福
岡
市
内
で
、

「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）
６
拠
点
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
最
先
端
科
学
と
君
た
ち
の
未
来
〜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。Ｗ
Ｐ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
者
を
中
核
と
し
た
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
た

め
、
文
部
科
学
省
が
２
０
０
７
年
度
よ
り
開

始
し
た
事
業
で
す
。
６
拠
点
が
合
同
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め

て
で
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研

究
所
（In

te
rn
a
tio
n
a
l In
s
titu
te
 fo
r 

C
a
rb
o
n
-N
e
u
tra
l E
n
e
rg
y R
e
se
a
rch

:I 2C
N
E
R

）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　
「
最
先
端
の
科
学
と
君
た
ち
の
未
来
」
と

題
し
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
福
岡

県
内
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
高

校
生
・
中
学
生
な
ど
６
２
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
各
拠
点
を
代
表
し
た
講
演
者
か
ら
は
、

最
先
端
の
研
究
に
つ
い
て
、
時
折
ユ
ー
モ
ア

を
混
じ
え
な
が
ら
丁
寧
な
解
説
が
あ
り
、
科

学
が
切
り
拓
く
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
話
も
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
高
校
生
12
名
と
６
拠
点

の
講
演
者
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
枝
廣

淳
子
氏
の
司
会
に
よ
り
、「
環
境
と
科
学
技

術
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」、「
科
学
者

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
」
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
６
拠
点
の
研
究
を
紹
介

す
る
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
高
校
生
を
中
心

と
す
る
多
く
の
参
加
者
が
足
を
と
め
、
各
拠

点
の
関
係
者
と

交
流
す
る
な
ど

「
最
先
端
の
科

学
」
に
触
れ
る

秋
の
一
日
を
満

喫
す
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１ 

年
度
の
「
伊
藤
賞
」の

受
賞
者
にN

atalia K
o
so
lapo

va

さ
ん（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

ヨ
ッ
フ
ェ
物
理
工
学
研
究
所
及
び

フ
ラ
ン
ス
ア
ン
リ•
ポ
ア
ン
カ
レ

大
学
の
博
士
課
程
）
が
選
ば
れ
、

平
成
23
年
10
月
25
日
（
火
）、
応

用
力
学
研
究
所
伊
藤
早
苗
主
幹
教
授
と
と
も

に
総
長
室
を
訪
れ
、
有
川
総
長
か
ら
同
賞
の

授
与
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
伊
藤
賞
」（Ito

h
 P
ro
je
c
t P
riz
e
 in
 

P
lasm

a Turbulence

）
は
、
伊
藤
主
幹
教

授
の
名
を
冠
し
た
賞
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
物
理

学
会
（
プ
ラ
ズ
マ
物
理
学
）
に
設
け
ら
れ
、

英
国
物
理
学
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｐ
）
出
版
の
共
催
や
、

九
州
大
学
の
後
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
プ
ラ
ズ
マ
乱
流
の
研
究
に
対

し
て
優
れ
た
成
果
を
発
表
し
た
博
士
課
程
大

学
院
生
を
表
彰
し
、
九
州
大
学
に
招
聘
し
て

講
演
や
共
同
研
究
の
機
会
を
提
供
し
、
か
つ

広
い
視
野
を
持
つ
場
を
与
え
る
と
い
う
も
の

で
、
今
ま
で
の
受
賞
者
は
世
界
各
地
で
活
躍

中
で
す
。

　

第
７
回
目
と
な
る
今
回
も
、
世
界
的
権
威

の
研
究
者
か
ら
な
る
国
際
選
考
委
員
会
に
よ

る
選
考
が
行
わ
れ
、
選
考
の
結
果
、
プ
ラ
ズ

マ
乱
流
特
性
の
実
験
的
同
定
方
法
の
開
発
お

よ
び
計
測
方
法
に
関
す
る
理
論
的
研
究
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
、N

atalia K
o
so
lapo

va

さ
ん
が
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
は
、
第
４
回
受
賞
者
で
あ
り
、

本
学
伊
藤
極
限
プ
ラ
ズ
マ
研
究
連
携
セ
ン

タ
ー
で
助
教
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

S
tella 

O
ldenbürger

さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。
授

与
後
の
懇
談
は
、K

o
so
lapo

va

さ
ん
が
九

大
で
の
講
演
報
告
や
今
後
の
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

に
あ
わ
せ
て
伊
藤
賞
の
感
激
を
語
り
、
九
州

大
学
の
国
際
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
取
り
組
み
の

紹
介
な
ど
も
巡
っ
て
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
伊
藤
賞
の
受
賞
者
が
決
定

（左から）有川総長、Kosolapova さん、伊藤主幹教授
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